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病害虫発生予察情報（飛騨地域） ８月予報 

 
○主な病害虫の発生状況及び今後の予測（８月） 

 

 

 

 

 

 

気象は昨年に増す高温多湿で推移していますが、近年の８月の天気は不安定で長雨や不

意の降雨も予想されるので、水稲のいもち病や野菜類の灰色かび病等に注意しましょう。 

高温乾燥が続く場合は、水稲の斑点米カメムシ類、果樹のカメムシ類、ハダニ類、およ

び野菜のアブラムシ類等の害虫の増加に注意し、早めの防除を行って下さい。 
 

【水 稲】 葉いもちの発生は少ないものの、出穂期以降の防除を怠ると穂いもちが発生す

ることは稀ではありません。穂いもちは収量・品質・食味の大きな低下につなが

るので予防防除が重要です。斑点米カメムシ類の防除と同時に実施しましょう。 

【果 樹】 カメムシ類の予察灯誘殺数は平年の約 2 倍です。山沿いの園地等被害が出やす

い場所をよく観察し、数多くの飛来を確認した時期を逃さず防除しましょう。 

リンゴの斑点落葉病や褐斑病等の感染拡大を防止し、高温乾燥が続く場合に

は、ハダニ類の急増に注意しましょう。 

【野  菜】 トマトでは、葉先枯れの増加や気温低下とともに灰色かび病が増加するので、

被害葉の早めの除去や、下葉かき等による通風改善に取組みましょう。また、新

たな侵入害虫「トマトキバガ」への注意が必要です。 

ホウレンソウでは、高温期はアブラムシの対策、気温が低下するとホウレンソ

ウケナガコナダニやべと病の対策が重要となります。 

 防除時期の目安 

１半旬 ２半旬 ３半旬 ４半旬 ５半旬 ６半旬 １半旬 ２半旬 ３半旬

穂いもち ・葉いもちが発生していなくても、穂いもちが発生するこ

　 とがあるので、必ず予防防除を実施する。

発生量：並 ・8月の天気は、不安定で長雨となることもあるので、

防除適期を逃さない。

紋枯病 ・気温が高く雨が多い気象条件や、生育が過繁茂であ

　 る場合は発病が助長される。

発生量：並 ・病斑が上位葉まで進展すると、品質や収量の低下を招

くことがある。

セジロウンカ ・8月上中旬に斑点米カメムシ類と同時防除する。

・出穂後は、大発生していると穂が吸汁され斑点米等を

発生量：並 生じることがあるが、稲が餌として不適となり水田を離　

れる時期のため、大きな問題となることは少ない。

斑点米カメムシ類 ・散布剤の２回防除が効果的である。

＜散布時期＞

発生量：やや多 １回目：穂揃い期　２回目：１回目の防除７～１０日後

果樹カメムシ類 ・蒸し暑い夜の翌日は特に注意し、多数飛来した時を逃

　 さず防除する。

発生量：多 ・クサギ・チャバネ共に例年の２倍程度の発生があるの

で警戒を怠らない。

リンゴ斑点落葉病 ・梅雨明け以降、気温が高くなると増加は一旦治まるが、

8月中の防除は発病抑制に重要である。

発生量：並 ・8月になると、果実にも病斑がみられるようになる。

　

ハダニ類 ・高温乾燥が続くと多発する。

・リンゴハダニは、6月頃から樹全体に分散して、夏の7

発生量：やや多 ～8月に増加し、多発は肥大や糖度等に影響がある。

・9月頃から越冬卵を産むようになり、卵で越冬する。
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発生消長の一例・防除時期の目安
病害虫名
発生量

防除上の注意事項等８月 ９月

発生が多い年

← 定期防除 →

予察灯への誘殺量（通常年）

本田での発生密度

本田での発生量

本田での発生量

本田での発生密度

ほ場での発生密度



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県病害虫防除所では、この他に病害虫の詳細な調査データを 

ホームページにて公開しています。（トップページQRコード→) 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2934.html 

飛騨支所 〒506-8688 高山市上岡本町 7-468  

TEL (0577)33-1111(内線 245) FAX (0577)34-2706               

東海地方１か月予報（７／２7～８／２6）  名古屋地方気象台 ７月２5日発表 

暖かい空気に覆われやすいため、向こう１か月の気温は高いでしょう。特に、期間の前半は気温がかなり高くなる見込み

です。期間の前半を中心に太平洋高気圧の張り出しが強いため、向こう１か月の日照時間は平年並か多いでしょう。 

図２ フェロモントラップによるトマトキバガ誘殺数

の推移 （飛騨市古川町） 
図１ 予察灯よるクサギカメムシ誘殺数の推移 

（高山市国府町） 

BLASTAM 
（いもち病情報） 

トップページ 

６～８月は「農薬危害防止期間」です。農薬ラベルの表示事項の遵守と周辺の環境への飛散防止を徹底しましょう。 

・トマトキバガは継続して発生しています。 
・増殖力が強く被害が大きいので、ほ場で発生し
た場合は徹底防除が必要です。 

・防除法は 5 月発表の特殊報    
(第１号)を参照。 

１半旬 ２半旬 ３半旬 ４半旬 ５半旬 ６半旬 １半旬 ２半旬 ３半旬

べ　　と　　病 ・盆過ぎ以降は低温と多湿の発生条件が重ならないよ

う管理する。

発生量：並 ・8月中の発生は稀ではあるが、感受性品種では１作

１回程度の防除に努める。

ケナガコナダニ ・餌となる有機物の多用は避ける。

・盆過ぎ以降の気温の低下とともに被害の増加がみら

発生量：並 れる。

・発生予察は難しいので、定期防除を心がける。

灰色かび病 ・定期的に予防剤を散布する。

・葉先枯れ部、花ガラ、および罹病果の除去を徹底する。

発生量：並 ・収穫ピークと重なって、葉先枯れ除去ができていない

　ほ場は被害が拡大しやすい。

すすかび病 ・樹勢低下や高温・多湿で発生しやすい。

・定期的に予防剤を散布する。

発生量：並 ・栽培期間終了後の資材消毒は、次年度の対策に有効

である。　

タバコガ類 ・防虫ネットで被覆していても、隙間から侵入することが

ある。幼虫を確認したら防除を実施する。

発生量：やや多 ・露地栽培では、幼虫発生初期に防除を実施する。

アブラムシ類 ・高温乾燥が続くと多発する。

・よく観察し、少発生の段階で農薬散布を実施する。

発生量：やや多 ・ハクサイやキャベツ等秋野菜では、定植時の粒剤散布

により、本虫の発生を１か月間程度抑制できる。
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病害虫名
発生量

発生消長の一例・防除時期の目安
防除上の注意事項等８月 ９月

フェロモントラップ
の誘殺量

← 定期防除 →

黄色水盤による誘殺量

← 定期防除 →

←１作１回は防除を実施→


